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表-1 液状化判定結果一覧表 
調査 

場所 

地域 

区分 

判定 

方法 

地盤 

の特 

性値 

地盤 

種別 

液状化判定 

層厚 

(m) 

レベル１地震動 
レベル２地震動 

タイプⅠ タイプⅡ 

水平

震度

液状化指数 水平

震度

液状化指数 水平 

震度 

液状化指数

TG FC Ip 差 khc PL 差 khc PL 差 khc PL 差 

鶴見１ A1 
SPT 0.67 Ⅲ種 4.65 1.00

+1.30

0.18 7.2

+0.9

0.48 22.5

+8.9 

0.6 18.8

+9.8CPT 0.66 Ⅲ種 6.95 0.18 8.1 0.48 31.4 0.6 28.6

浦安１ A2 
SPT 0.63 Ⅲ種 3.20 3.10

+4.59

0.18 5.1

+5.2

0.4 17.8

+15.3 

0.6 17.6

+16.2CPT 0.67 Ⅲ種 10.89 0.18 10.3 0.4 33.1 0.6 33.8

浦安３ A2 
SPT 0.61 Ⅲ種 5.68 2.30

+3.63

0.18 10.7

+8.1

0.4 29.0

+15.3 

0.6 29.7

+16.3CPT 0.62 Ⅲ種 11.61 0.18 18.8 0.4 44.3 0.6 46.0

守山１ A2 
SPT 0.70 Ⅲ種 1.15 2.00

+1.09

0.18 3.6

-1.3

0.4 10.5

+5.0 

0.6 11.2

+5.2CPT 0.64 Ⅲ種 4.24 0.18 2.3 0.4 15.5 0.6 16.4

守山２ A2 
SPT 0.48 Ⅱ種 6.55 4.25

+2.61

0.15 2.0

+0.7

0.45 29.4

+17.6 

0.7 29.4

+18.5CPT 0.51 Ⅱ種 13.41 0.15 2.7 0.45 47.0 0.7 47.9

香取２ A2 
SPT 0.49 Ⅱ種 16.75 0.00

+1.86

0.15 5.6

+3.7

0.45 46.1

+14.4 

0.7 46.0

+16.8CPT 0.47 Ⅱ種 18.61 0.15 9.3 0.45 60.5 0.7 62.8

 

 
図-3 液状化判定図（浦安１，レベル２地震動タイプⅡ） 

 GL-4.0m~-5.0m，GL-9.0m~-9.5m の 2 区間は，SPT では FC=60%～65%，Ip=20～25 にあり非液状化層としている。 
 GL-11.0m~-12.0m，GL-14.5m~-16.0m の 2 区間は，SPT では FC=20%～40%に分布し，FC＞35%であっても液塑性試験

が未実施であるため非液状化層と判定している。また、Ip と相関が見られる粘土分含有率(Pc)は Pc≦15 であり Ip≦15 で

あることが予測される。このことから，この区間は FC のみで液状化を判定してしまう可能性があることになる。 
 液状化抵抗比(FL)に着目すると，若干の上下はあるものの SPT と CPT はほぼ同じ分布を示している。このことから，

SPT と CPT の液状化指数(PL)の差は，液状化判定層の層厚によるものと判断できる。なお，浦安１以外の液状化判定結

果も同様な結果が得られている。 
 

4.まとめ 
 CPT の結果から Qt≧7 かつ Bq≦0.1 に分布する層を液状化判定層として液状化判定を行った結果，FC≦35%または Ip

≦15 の土層を液状化判定層と判定することができた。また，液塑性試験の欠損区間においても液状化判定層と判別する

ことができた。 
 SPT 法では FC と Ip の粒度組成のみに着目して液状化判定層を判別するが，改良 CPT 法では土の強度および粒径(Qt)
と透水性(Bq)により多角面から液状化判定層を判別することができる。また，CPT の測定結果のみから容易に液状化判

定層を判別できる Qt－Bqチャートは実務上有益である。 
 今後，データの蓄積により，本液状化判定方法の適用性について検証を行っていく所存である。 
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